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和 文 要 旨  

目 的  

シ ー ス ダ イ レ ー タ ー を 用 い て 、 容 易 に マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の 先 端 部

に 極 小 の シ ェ イ プ を つ け る 方 法 を 考 案 し た の で 有 用 性 を 報 告 す る 。  

方 法  

マ ン ド リ ル の 形 成 に は 、 7 F r.あ る い は 4 F r.の シ ー ス ダ イ レ ー タ ー を

使 用 し た 。 １ ） マ ン ド リ ル を シ ー ス ダ イ レ ー タ ー に 巻 き 付 け る こ と

で 、 小 さ な 円 形 の ル ー プ を 作 成 す る 。 ２ ） 極 小 ル ー プ を つ け た マ ン

ド リ ル に 直 型 の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の 先 端 部 を 通 す 。 ３ ） ヒ ー ト ガ

ン で マ イ ク ロ カ テ ー テ ル 先 端 部 を 温 め る 。 ４ ） マ ン ド リ ル を マ イ ク

ロ カ テ ー テ ル 先 端 部 か ら 抜 去 す る 。 作 成 さ れ た 極 小 シ ェ イ プ カ テ ー

テ ル を 用 い て コ イ ル 塞 栓 術 を 施 行 し た 。  

結 果  

マ ン ド リ ル の ル ー プ 径 は 7 F r の シ ー ス ダ イ レ ー タ ー で 直 径 3 m m、

4 F r の シ ー ス ダ イ レ ー タ ー で 直 径 2 m m で あ っ た 。カ テ ー テ ル の 先 端

部 に J 型 、S 型 、p i g t a i l 型 な ど 様 々 な 極 小 形 状 を つ け る こ と が 可 能

で あ っ た 。2 5 個 の 脳 動 脈 瘤 に 対 し て 極 小 シ ェ イ プ カ テ ー テ ル を 使 用

し た 。 全 例 で カ テ ー テ ル は 容 易 に 瘤 内 に 誘 導 で き 、 留 置 後 の カ テ ー

テ ル の 安 定 性 は 良 好 で あ っ た 。  

結 語  

シ ー ス ダ イ レ ー タ ー 用 い た 極 小 カ テ ー テ ル シ ェ イ ピ ン グ 法 は 、 容 易

か つ 確 実 に マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の 先 端 部 に 径 が 2 - 3 m m の 様 々 な 極

小 形 状 を つ け る こ と が 可 能 で あ る 。  
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緒 言  

脳 動 脈 瘤 コ イ ル 塞 栓 術 に お い て マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の シ ェ イ

ピ ン グ は 重 要 な 要 素 の 一 つ で あ る 。 シ ェ イ ピ ン グ が 適 切 に 決 ま る

と 、 動 脈 瘤 内 へ の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の 誘 導 は 容 易 と な り 、 留 置

後 の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の 安 定 性 が 向 上 し 、 手 術 時 間 の 短 縮 お よ

び 塞 栓 率 の 向 上 に つ な が る 。 市 販 の プ リ シ ェ イ プ さ れ た マ イ ク ロ

カ テ ー テ ル の 形 状 が 上 手 く 合 わ な い 際 に は 、 マ ン ド リ ル を 用 い て

術 者 自 身 が カ テ ー テ ル シ ェ イ ピ ン グ を 行 う 必 要 が あ る 。 大 き な 形

状 の カ テ ー テ ル シ ェ イ ピ ン グ は マ ン ド リ ル の 形 成 も し や す く 、 容

易 に 作 成 で き る が 、3 m m 径 以 下 の 極 め て 小 さ な 形 状 を つ け る こ と

は 困 難 で あ る 。 我 々 は 術 中 に 使 用 す る シ ー ス イ ン ト ロ デ ュ ー サ ー

用 の ダ イ レ ー タ ー を 用 い て 、 容 易 に マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の 先 端 部

に 極 小 の シ ェ イ ピ ン グ を つ け る 方 法 を 考 案 し た の で 有 用 性 を 含

め て 報 告 す る 。  

 

方 法  

マ ン ド リ ル の 形 成 に は 、 治 療 開 始 時 に 大 腿 動 脈 の 穿 刺 で よ く 使

用 さ れ る 7 F r.の シ ー ス イ ン ト ロ デ ュ ー サ ー （ M e d i k i t  c o . ,  L t d . ,  

To k y o ,  J a p a n）の ダ イ レ ー タ ー お よ び 4 F r.の シ ー ス イ ン ト ロ デ ュ

ー サ ー （ M e d i k i t） の ダ イ レ ー タ ー を 使 用 し た 。 マ イ ク ロ カ テ ー

テ ル は S L 1 0（ S t r y k e r,  K a l a m a z o o ,  M I ,  U S A） の s t r a i g h t  t y p e

あ る い は H e a d  w a y（ M i c r o  Ve n t i o n ,  T E R M O ,  Tu s t i n ,  C A ,  U S A）

の s t r a i g h t  t y p e を 使 用 し た 。 極 小 カ テ ー テ ル シ ェ イ ピ ン グ 法 の

手 順 を 以 下 に 示 す 。  
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１ ） S t r a i g h t  t y p e の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル に 付 属 し て い る マ ン ド

リ ル を シ ー ス ダ イ レ ー タ ー に 巻 き 付 け る こ と で 、 小 さ な 円 形 の ル

ー プ を 作 成 す る （ F i g .  1 A , B , E , F）。 ２ ） 極 小 ル ー プ を つ け た マ ン

ド リ ル に s t r a i g h t  t y p e の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の 先 端 部 を 通 す

（ F i g .  1 C , G）。 ３ ） 作 成 し た い 形 状 に 応 じ て マ イ ク ロ カ テ ー テ ル

先 端 部 の 挿 入 の 長 さ を 調 整 す る 。４ ）ヒ ー ト ガ ン を 1 5 0 度 に 設 定

し 、 ヒ ー ト ガ ン の 噴 射 口 か ら 約 2 c m 離 れ た 位 置 で 、 9 0 秒 間 マ イ

ク ロ カ テ ー テ ル 先 端 部 を 温 め る 。 ５ ） そ の 後 3 0 秒 間 常 温 で 放 置

す る 。 ６ ） マ ン ド リ ル を マ イ ク ロ カ テ ー テ ル 先 端 部 か ら 抜 去 す る

( F i g .  1 D , H )。  

極 小 シ ェ イ ピ ン グ さ れ た マ イ ク ロ カ テ ー テ ル が ガ イ デ ィ ン グ

カ テ ー テ ル 後 端 の コ ネ ク タ ー 内 に 入 り や す い よ う に 、 前 も っ て 付

属 の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル 用 の シ ー ス に 通 し て お い た 状 態 で マ イ

ク ロ カ テ ー テ ル の 先 端 部 を シ ェ イ ピ ン グ す る 方 が 形 状 を 崩 す こ

と な く ガ イ デ ィ ン グ カ テ ー テ ル に 挿 入 し や す い （ F i g . 2 A - F）。  

ガ イ デ ィ ン グ カ テ ー テ ル に 挿 入 以 後 は 通 常 の コ イ ル 塞 栓 術 と 同

様 に マ イ ク ロ ガ イ ド ワ イ ヤ ー で 誘 導 し 、 塞 栓 術 を 施 行 す る 。  

 

結 果  

作 成 さ れ た マ ン ド リ ル の ル ー プ 径 は 7 F r の シ ー ス ダ イ レ ー タ ー

で あ れ ば 直 径 約 3 m m ( F i g .  1 B )、4 F r の シ ー ス ダ イ レ ー タ ー で あ れ

ば 直 径 約 2 m m ( F i g .  1 F )で あ っ た 。 S L 1 0 の 先 端 部 8 m m の 薄 い グ

レ ー マ ー カ ー の 範 囲 内 で 4 5 度 、 9 0 度 、 J 型 、 p i g t a i l 型 な ど 様 々

な 極 小 の 形 状 を つ け る こ と が 可 能 で あ っ た ( F i g . 1  D , H ,  F i g . 2 G )。



4 
 

極 小 形 状 の 手 前 に 曲 が り を つ け る こ と で 極 小 の S 型 形 状 も 可 能 で

あ っ た （ F i g . 2 H , I）。  

2 0 1 6 年 1 月 か ら 2 0 1 7 年 1 2 月 ま で に 2 5 個 の 脳 動 脈 瘤 に 対 し て

上 記 の 極 小 シ ェ イ プ カ テ ー テ ル を 使 用 し た 。内 訳 は 内 頚 動 脈 -後 交

通 動 脈 分 岐 部 動 脈 瘤 （ I C - P C） が 1 個 、 内 頚 動 脈 傍 前 床 突 起 部 動

脈 瘤 （ I C A p a r a c l i n o i d） が 1 個 、 内 頚 動 脈 -前 脈 絡 叢 動 脈 分 岐 部

動 脈 瘤 （ I C A - A n c h） が 1 個 、 前 交 通 動 脈 瘤 （ A . c o m） が 9 個 、 前

大 脳 動 脈 遠 位 部 動 脈 瘤 （ D i s t a l  A C A） が 3 個 、  中 大 脳 動 脈 近 位

分 岐 部 動 脈 瘤（ M C A e a r l y  b i f u r c a t i o n）が 3 個 、脳 底 動 脈 先 端 部

動 脈 瘤 （ B A t i p ） が 2 個 、 脳 底 動 脈 - 上 小 脳 動 脈 分 岐 部 動 脈 瘤

（ B A - S C A ） が 1 個 、 椎 骨 動 脈 - 後 下 小 脳 動 脈 分 岐 部 動 脈 瘤

（ VA - P I C A） が 2 個 、 椎 骨 動 脈 解 離 性 動 脈 瘤 （ VA d i s s e c t i o n） が

1 個 、 後 大 脳 動 脈 遠 位 部 動 脈 瘤 （ d i s t a l  P C A） が 1 個 で あ っ た 。

破 裂 脳 動 脈 瘤 が 1 2 個 、 未 破 裂 脳 動 脈 瘤 が 1 3 個 で あ っ た 。  

こ の う ち 極 小 シ ェ イ プ カ テ ー テ ル 単 独 に よ る シ ン プ ル テ ク ニ ッ

ク で 治 療 を 完 遂 し た も の が 2 0 個 で あ っ た 。 残 り 5 個 は 、 ダ ブ ル

カ テ ー テ ル 法 の う ち の 1 本 に 極 小 シ ェ イ ピ ン グ 法 を 行 う こ と で 、

瘤 内 で の カ テ ー テ ル の 先 端 部 の 留 置 位 置 を 確 実 に 変 え た も の が 3

個 、 塞 栓 術 終 盤 で ネ ッ ク 近 傍 に 残 存 し た ブ レ ブ に 対 し て 極 小 シ ェ

イ プ カ テ ー テ ル を ブ レ ブ 内 に 選 択 的 に 挿 入 し 、 ブ レ ブ を 塞 栓 し た

も の が 2 個 で あ っ た 。全 例 で カ テ ー テ ル は 安 全 か つ 容 易 に 瘤 内 に

誘 導 で き 、 留 置 後 の カ テ ー テ ル の 安 定 性 は 良 好 で 術 中 も 逸 脱 す る

こ と な く コ イ ル を 充 填 す る こ と が で き た 。 術 中 破 裂 の 合 併 症 は 認

め な か っ た 。 ま た 極 小 シ ェ イ プ カ テ ー テ ル の 作 成 に は 再 現 性 が あ
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り 、 当 施 設 の ど の 術 者 が 作 成 し て も 同 様 の 形 状 を 作 成 す る こ と が

で き た 。  

 

代 表 症 例 １ （ d i s t a l  P C A r u p t u r e d  a n e u r y s m ,  H u n t  &  K o s n i k  

g r a d e  3）（ F i g . 3）  

5 0 歳 女 性 。 突 然 の 激 し い 頭 痛 で 発 症 し 当 院 を 救 急 受 診 し た 。 頭

部 C T で く も 膜 下 出 血 を 認 め た 。 脳 血 管 撮 影 を 施 行 し た と こ ろ 、

左 内 頚 動 脈 撮 影 で 後 交 通 動 脈 は f e t a l  t y p e で あ り 、 後 大 脳 動 脈

（ p o s t e r i o r  c e r e b r a l  a r t e r y ;  P C A） の 末 梢 血 管 分 岐 部 に 母 血 管 に

対 し て ほ ぼ 垂 直 方 向 に 突 出 し た 3 . 7 m m - 2 m m、ネ ッ ク 1 . 3 m m の 細

長 い 小 さ な 動 脈 瘤 を 認 め た ( F i g .  3 A , B )。P C A は 細 い た め シ ン プ ル

テ ク ニ ッ ク で 塞 栓 術 を 行 う こ と と し た 。 動 脈 瘤 の 突 出 方 向 、 大 き

さ 、 母 血 管 径 か ら 判 断 す る と 、 通 常 の プ リ シ ェ イ プ の マ イ ク ロ カ

テ ー テ ル や s t r a i g h t  t y p e の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル で は 動 脈 瘤 内 へ

の 誘 導 は 困 難 と 考 え 、 極 小 シ ェ イ プ カ テ ー テ ル を 使 用 し た 。 7 F

の シ ー ス ダ イ レ ー タ ー を 用 い て S L  1 0  s t r a i g h t  t y p e  ( S t r y k e r )  先

端 部 に 緩 や か な J 型 の カ ー ブ を 作 成 し ( F i g .  3 C )、ガ イ ド ワ イ ヤ ー

を 先 行 し て 直 接 瘤 内 に カ テ ー テ ル を 誘 導 留 置 し た ( F i g .  3 D )。留 置

後 は 母 血 管 の 対 壁 に 当 た る こ と で カ テ ー テ ル は 安 定 し た 。 こ の 状

態 で Ta r g e t  U S  h e l i c a l  2 m m - 2 c m  ( S t r y k e r ) ,  Ta r g e t  N a n o  h e l i c a l  

1 . 5 m m  ( S t r y k e r ) ,  Ta r g e t  N a n o  h e l i c a l  1 m m - 2 c m、 合 計 3 本 の コ

イ ル を 留 置 し 、 完 全 塞 栓 の 状 態 で 手 技 を 終 了 し た ( F i g .  3 E , F )。  

 

代 表 症 例 ２ (  d i s t a l  A C A r u p t u r e d  a n e u r y s m ,  H u n t  &  K o s n i k  
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g r a d e  2 )  ( F i g .  4 )  

7 4 歳 女 性 。 突 然 の 激 し い 頭 痛 で 発 症 し 当 院 を 救 急 受 診 し た 。 来

院 時 の 頭 部 C T で く も 膜 下 出 血 を 認 め た 。 脳 血 管 撮 影 を 施 行 し た

と こ ろ 、 前 大 脳 動 脈 遠 位 部 の 血 管 分 岐 部 に 血 管 走 行 か ら 少 し 軸 が

ず れ た 方 向 に 突 出 し た 4 . 5 m m - 2 . 5 m m、ネ ッ ク 2 m m の 不 整 形 の 動

脈 瘤 を 認 め た ( F i g .  4 A , B )。末 梢 の 動 脈 瘤 で マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の

操 作 性 が 不 良 で あ る こ と が 予 想 さ れ た た め 、 シ ン プ ル テ ク ニ ッ ク

で 塞 栓 術 を 行 う こ と と し た 。 動 脈 瘤 は 小 さ く 、 母 血 管 の 走 行 か ら

突 出 方 向 の 軸 が ず れ て お り 、 不 整 形 で あ る た め 、 極 小 シ ェ イ プ カ

テ ー テ ル を 使 用 し た 。 ブ レ ブ 様 と 反 対 側 に カ テ ー テ ル の 先 端 部 が

く る よ う に 、 4 F の シ ー ス ダ イ レ ー タ ー を 用 い て S L  1 0  s t r a i g h t  

t y p e  ( S t r y k e r )  先 端 部 に 曲 が り を 強 く し た 極 小 の p i g  t a i l 様 の 形

状 を 作 成 し た ( F i g .  4 C )。ガ イ ド ワ イ ヤ ー 先 行 で 直 接 動 脈 瘤 内 に 誘

導 留 置 し た と こ ろ 、 予 定 通 り の 位 置 に 留 置 で き た ( F i g . 4 D )。 こ の

状 態 で Ta r g e t  U S   h e l i c a l  2 m m - 6 c m  ( S t r y k e r ) ,  Ta r g e t  N a n o  

h e l i c a l  2 m m - 4 c m  ( S t r y k e r ) ,  Ta r g e t  N a n o  h e l i c a l  3 c m  ( S t r y k e r )

× 2 本 、Ta r g e t  N a n o  h e l i c a l  1 . 5 c m - 2 c m  ( S t r y k e r )  × 2 本 、Ta r g e t  

N a n o  h e l i c a l  1 m m - 2 c m  ( S t r y k e r )  × 2 本 、合 計 8 本 の コ イ ル を 留

置 し 、 完 全 塞 栓 の 状 態 で 手 技 を 終 了 し た ( F i g .  4 E , F )。  

 

代 表 症 例 ３ (  a n t e r i o r  c o m m u n i c a t i n g  a r t e r y  r u p t u r e d  a n e u r y s m ,  

H u n t  &  K o s n i k  g r a d e  2 )  ( F i g .  5 )  

5 0 歳 女 性 。 突 然 の 頭 痛 と 嘔 吐 で 他 院 を 救 急 受 診 し た 。 頭 部 C T

で く も 膜 下 出 血 を 認 め た た め 、 治 療 目 的 で 当 院 に 紹 介 搬 送 さ れ た 。
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脳 血 管 撮 影 を 施 行 し た と こ ろ 、 前 交 通 動 脈 に 上 向 き に 反 り 返 る よ

う な 2 m m - 2 . 5 m m、 ネ ッ ク 1 . 5 m m の 動 脈 瘤 を 認 め た ( F i g .  5 A , B )。

動 脈 瘤 は 極 め て 小 さ く 、 母 血 管 径 も 細 く マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の 操

作 性 が 不 良 で あ る こ と が 予 想 さ れ た た め 、 シ ン プ ル テ ク ニ ッ ク で

塞 栓 術 を 行 う こ と と し た 。 動 脈 瘤 の 大 き さ お よ び 突 出 方 向 か ら 、

プ リ シ ェ イ プ の カ テ ー テ ル や s t r a i g h t  t y p e の カ テ ー テ ル で は 瘤

内 へ の マ イ ク ロ カ ー テ ル の 誘 導 と 留 置 後 の 安 定 性 が 極 め て 不 良

で あ る と 予 想 さ た た め 、極 小 シ ェ イ プ カ テ ー テ ル を 使 用 し た 。 4 F

の シ ー ス ダ イ レ ー タ ー を 用 い て S L  1 0  s t r a i g h t  t y p e  ( S t r y k e r )  先

端 部 に 2 m m 径 の 緩 や か な 極 小 の カ ー ブ を 付 け 、 さ ら に ネ ッ ク 対

側 の 血 管 壁 で カ テ ー テ ル が 支 え に な る よ う 手 前 に 緩 や か な カ ー

ブ を 付 け 、極 小 の S 形 様 の 形 状 を 作 成 し た ( F i g .  5 C )。ガ イ ド ワ イ

ヤ ー を 先 行 し て 直 接 動 脈 瘤 内 に カ テ ー テ ル を 誘 導 留 置 し た と こ

ろ 、 瘤 内 で 上 手 く 上 向 き に 安 定 し て 留 置 さ れ た ( F i g .  5 D )。 こ の 状

態 で Ta r g e t  N a n o  h e l i c a l  1 m m - 3 c m  ( S t r y k e r )、A X I U M  1 m m - 1 c m  

( e V 3  C o v i d i e n ,  I r v i n e ,  C A , U S A )、 合 計 2 本 の コ イ ル を 留 置 し た

と こ ろ 、 カ テ ー テ ル が 自 然 に 押 し 出 さ れ て き た た め 、 完 全 塞 栓 の

状 態 で 手 技 を 終 了 し た ( F i g .  5 E , D )。  

 

代 表 症 例 ４ ( a n t e r i o r  c o m m u n i c a t i n g  a r t e r y  u n r u p t u r e d  

a n e u r y s m )  ( F i g .  6 )  

7 6 歳 女 性 。 近 医 で 脳 の 精 査 目 的 で 施 行 さ れ た M R A で 前 交 通 動

脈 に 大 き さ 1 2 m m - 1 4 m m、 ネ ッ ク 7 m m の 未 破 裂 脳 動 脈 瘤 を 指 摘

さ れ 、 治 療 目 的 で 当 科 紹 介 と な っ た 。 動 脈 瘤 の ネ ッ ク 近 傍 に ブ レ
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ブ を 伴 っ て い た ( F i g .  6 A )。通 常 の ダ ブ ル カ ー テ ル テ ク ニ ッ ク で 治

療 を 行 っ た 。 ネ ッ ク 近 傍 の ブ レ ブ も 含 め て ケ ー ジ を 作 成 し よ う と

試 み た が 、 ケ ー ジ 内 に 上 手 く ブ レ ブ が 収 ま ら ず 、 最 後 ま で ブ レ ブ

が 残 存 し た ( F i g .  6 B )。 ブ レ ブ 以 外 は 完 全 に 塞 栓 で き た が 、 ブ レ ブ

を 残 す と 将 来 破 裂 の リ ス ク が 残 る と 考 え た た め 、 残 存 し た ブ レ ブ

を 選 択 的 に 塞 栓 す る こ と に し た 。 ブ レ ブ の 位 置 、 母 血 管 径 か ら プ

リ シ ェ イ プ の カ テ ー テ ル で は う ま く 誘 導 で き な い と 考 え 、 極 小 シ

ェ イ プ カ テ ー テ ル を 使 用 し た 。7 F の シ ー ス ダ イ レ ー タ ー を 用 い て

S L  1 0  s t r a i g h t  t y p e  ( S t r y k e r )  先 端 部 に 3 m m 径 の J 型 の カ ー ブ

を 付 け た ( F i g .  6 C )。ネ ッ ク 近 傍 の コ イ ル 塊 や ブ レ ブ に 圧 迫 が 加 わ

ら な い よ う 注 意 し な が ら 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ー 先 行 で ブ レ ブ 内 に 直 接

極 小 シ ェ イ プ カ テ ー テ ル を 誘 導 留 置 し た ( F i g .  6 D )。誘 導 は 容 易 で

あ り 、 ブ レ ブ 内 に 安 定 し て 留 置 さ れ た 。 こ の 状 態 で Ta r g e t  N a n o  

3 6 0  2 . 5 m m - 4 c m  ( S t r y k e r )、Ta r g e t  N a n o  3 6 0  2 m m - 3 c m  ( S t r y k e r )、

Ta r g e t  N a n o  3 6 0  1 . 5 m m - 2 c m  ( S t r y k e r )、  Ta r g e t  N a n o  h e l i c a l  

1 . 5 m m - 2 c m  ( S t r y k e r ) × 2 本 、 Ta r g e t  N a n o  h e l i c a l  1 m m - 2 c m  

( S t r y k e r )、合 計 6 本 の 留 置 し た と こ ろ で カ テ ー テ ル は 自 然 に 押 し

出 さ れ 、 ブ レ ブ は 完 全 に 消 失 し 、 完 全 塞 栓 の 状 態 で 手 技 を 終 了 し

た ( F i g .  6 E , F )。  

 

考 察  

我 々 は s t r a i g h t  t y p e の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の 先 端 部 に 簡 単 に

極 小 の 形 状 を つ け る 方 法 を 考 案 し た 。 極 小 シ ェ イ プ の カ テ ー テ ル

を 用 い る こ と で 、 末 梢 部 の 小 さ な 脳 動 脈 瘤 や 母 血 管 に 対 し て 突 出
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方 向 の 軸 が ず れ た 小 さ な 脳 動 脈 瘤 な ど 、 カ テ ー テ ル コ ン ト ロ ー ル

が し に く い 動 脈 瘤 に お い て 、 安 全 に マ イ ク ロ カ テ ー テ ル を 瘤 内 に

誘 導 す る こ と が で き た 。 ま た コ イ ル 挿 入 中 も マ イ ク ロ カ テ ー テ ル

は 常 時 安 定 し 、 手 技 終 盤 ま で マ イ ク ロ カ テ ー テ ル が 逸 脱 す る こ と

も な か っ た 。  

コ イ ル 塞 栓 術 に お い て マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の シ ェ イ ピ ン グ は

カ テ ー テ ル の 誘 導 や カ テ ー テ ル 留 置 後 の 安 定 性 に お い て 重 要 な

要 素 の 一 つ で あ る 。 現 在 各 社 か ら プ リ シ ェ イ プ の マ イ ク ロ カ テ ー

テ ル が ラ イ ン ナ ッ プ さ れ て お り 、 動 脈 瘤 の 部 位 や 形 状 に 応 じ て 使

用 さ れ て い る 。 プ リ シ ェ イ プ の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の 形 状 が 血 管

走 行 や 動 脈 瘤 の 突 出 方 向 と 上 手 く 合 わ な い 場 合 に は 、 術 者 が 動 脈

瘤 の 形 状 や 突 出 方 向 、 血 管 走 行 に 応 じ て s t r a i g h t  t y p e の マ イ ク

ロ カ テ ー テ ル に 独 自 の シ ェ イ ピ ン グ を 行 う こ と も し ば し ば あ る 。 

マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の シ ェ イ ピ ン グ 方 法 や 有 用 性 に 関 す る 論

文 は 比 較 的 少 な い 。 K w o n ら は 内 頚 動 脈 傍 前 床 突 起 部 の 動 脈 瘤

( p a r a c l i n o i d  a n e u r y s m )の 突 出 方 向 に 応 じ た カ テ ー テ ル の シ ェ イ

ピ ン グ の 有 用 性 を 報 告 し て い る １ ）。 彼 ら に よ る と 、 内 側 方 向 に 突

出 し た タ イ プ に 対 し て は 独 自 に 形 成 し た p i g t a i l の 形 状 が 適 し て

お り 、上 方 向 に 突 出 し た タ イ プ に 対 し て は 独 自 に 形 成 し た S 型 や

プ リ シ ェ イ プ の C 型 の 形 状 あ る い は 直 型 が 適 し て い る と 述 べ て い

る 。 独 自 の シ ェ イ ピ ン グ 方 法 の 詳 細 に つ い て は 述 べ ら れ て い な い 。

最 近 で は I s h i b a s i ら が 術 前 に ３ D プ リ ン タ ー に よ っ て 血 管 形 状 の

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル を 作 成 し 、 そ れ を 参 考 に し な が ら オ ー ダ

ー メ イ ド の ３ D シ ェ イ プ の カ テ ー テ ル を 作 成 す る 方 法 を 報 告 し て
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い る ２ ）。 彼 ら は 現 時 点 で は ま だ ３ D プ リ ン タ ー の 普 及 は 少 な く 、

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル を 作 成 す る の に 時 間 が か か る の が 問 題

で あ る と 述 べ て い る 。  

い ず れ に し て も 大 き な ル ー プ 径 の カ テ ー テ ル シ ェ イ ピ ン グ で

は マ ン ド リ ル の 形 状 も 作 成 し や す く 、 容 易 に 形 状 を つ け る こ と が

で き る が 、3 m m 以 下 の 径 の 形 状 を マ ニ ュ ア ル で 作 成 す る の は 困 難

で あ る 。 理 由 の 一 つ と し て マ ン ド リ ル に 3 m m 以 下 の な め ら か な

曲 線 形 状 を つ け る こ と が 極 め て 困 難 で あ る こ と が 上 げ ら れ る 。

我 々 は シ ー ス の ダ イ レ ー タ ー に マ ン ド リ ル を 巻 き 付 け る 方 法 で

容 易 に な め ら か な 極 小 の ル ー プ を 作 成 で き る こ と が 分 か っ た 。 こ

の 方 法 で あ れ ば 誰 が 作 成 し て も 同 じ 形 状 の マ ン ド リ ル の ル ー プ

を 作 成 す る こ と が で き る た め 、 作 成 が 容 易 な う え に 再 現 性 が 極 め

て 高 い と 思 わ れ る 。 我 々 の 施 設 に お い て も ど の 術 者 が 作 成 し て も

同 じ 形 状 を 再 現 す る こ と が で き た 。  

我 々 の 考 案 し た 極 小 カ テ ー テ ル シ ェ イ ピ ン グ 法 は 脳 動 脈 瘤 コ

イ ル 塞 栓 術 に お け る 以 下 の 状 況 で 非 常 に 有 用 と 思 わ れ る 。 １ ） 末

梢 部 の 脳 動 脈 瘤 で 通 常 の プ リ シ ェ イ プ の カ テ ー テ ル 形 状 で は う

ま く 血 管 走 行 に 合 致 し な い 場 合 、 ２ ） 小 さ な 脳 動 脈 瘤 に 対 し て プ

リ シ ェ イ プ の 形 状 が 大 き す ぎ る 場 合 、 ３ ） 小 さ な 脳 動 脈 瘤 の 突 出

方 向 の 軸 が ず れ て い る 場 合 、 ４ ） ダ ブ ル カ テ ー テ ル テ ク ニ ッ ク に

お い て 一 方 の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の 先 端 部 の 方 向 を 瘤 内 で 確 実

に 変 え た い 場 合 、 ５ ） 脳 動 脈 瘤 の ネ ッ ク 近 傍 の ド ー ム か ら 出 た 分

枝 血 管 に 方 向 付 け を し て ガ イ ド ワ イ ヤ ー を 確 実 に 誘 導 し た い 場

合 、 ６ ） ネ ッ ク 近 傍 に 残 存 し た ブ レ ブ の み を 選 択 的 に 塞 栓 し た い
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場 合 、 な ど で あ る 。  

極 小 カ テ ー テ ル シ ェ イ ピ ン グ 法 に お い て 注 意 す べ き 点 も い く

つ か あ る 。 マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の シ ェ イ ピ ン グ は 熱 形 成 の 方 法 が

一 般 的 で あ り 、 日 本 で は ス チ ー ム シ ェ イ プ や ヒ ー ト ガ ン が よ く 使

用 さ れ て い る 。A d a c h i ら が 指 摘 し て い る よ う に 、熱 に よ り マ イ ク

ロ カ テ ー テ ル の 先 端 部 が 損 傷 さ れ た り 、 少 し 短 縮 す る 可 能 性 が あ

る た め 注 意 が 必 要 で あ る ３ ）。 ま た 加 熱 温 度 や 熱 源 か ら の 距 離 が 少

し 変 わ る だ け で も 形 成 状 態 が 変 わ っ て く る 可 能 性 も あ り 、 こ の 点 に

つ い て は 各 自 の 施 設 で マ ン ド リ ル へ の 挿 入 の 長 さ 、 設 定 温 度 、 熱 源

か ら の 距 離 を 調 整 し て 曲 が り の 程 度 と の 関 連 を 把 握 し て お く こ と が

重 要 で あ る 。 極 小 シ ェ イ プ し た カ テ ー テ ル の 先 端 形 状 を 崩 す こ と

な く ガ イ デ ィ ン グ カ ー テ ル 後 端 の コ ネ ク タ ー か ら 挿 入 す る に は 、

形 成 し た あ と に カ テ ー テ ル に 付 属 の シ ー ス に 通 す よ り も 、 あ ら か

じ め シ ー ス に 通 し て お い た 状 態 で 先 端 に 形 状 を 付 け る 方 が ガ イ

デ ィ ン グ カ テ ー テ ル 内 へ 挿 入 し や す い ( F i g .  2 A - F )。今 回 マ イ ク ロ

カ テ ー テ ル と し て S L 1 0 と H e a d  w a y を 用 い て 極 小 シ ェ イ プ の 作

成 を 行 っ た が 、 H e a d  w a y は 先 端 部 が S L 1 0 に 比 べ て 硬 い た め 、

3 m m の マ ン ド リ ル の ル ー プ は 容 易 に 超 え る こ と が で き た が 、2 m m

の ル ー プ に な る と H e a d w a y の 先 端 部 が ル ー プ を 越 え に く か っ た 。

よ っ て 2 m m の 極 小 ル ー プ を 形 成 す る に は S L 1 0 の 方 が 適 し て い る

と 思 わ れ た 。 ま た H e a d  w a y で は 形 状 の 保 持 力 が S L 1 0 に 比 べ て

強 い た め 、 小 さ な 動 脈 瘤 で は し な や か さ に 欠 け 、 コ イ ル 挿 入 時 に

瘤 壁 へ の ス ト レ ス が 高 く な る 可 能 性 が あ る 。 極 小 シ ェ イ プ を 作 成

す る 際 に は 、 留 置 後 に 血 管 走 行 に フ ィ ッ ト し や す く 、 術 中 に 徐 々
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に 形 状 が 崩 れ や す い S L 1 0 の 方 が 安 全 に 使 用 で き る で は な い か と

考 え て い る 。 特 に 破 裂 動 脈 瘤 に 対 し て 使 用 す る 際 に は S L 1 0 で 作

成 し た 極 小 シ ェ イ プ カ テ ー テ ル の 方 が 安 全 に 使 用 で き る と 思 わ

れ る 。 今 回 の シ リ ー ズ で は 末 梢 の 小 さ な 動 脈 瘤 で あ っ て も 、 ガ イ

ド ワ イ ヤ ー を 先 行 し て 動 脈 瘤 内 に 誘 導 し 、 極 小 シ ェ イ ピ ン グ カ テ

ー テ ル の 先 端 部 を 瘤 内 に 方 向 付 け し た の ち 、 ネ ッ ク 近 傍 か ら は ガ

イ ド ワ イ ヤ ー を ゆ っ く り 引 き 戻 し な が ら 推 進 力 で 極 小 シ ェ イ ピ

ン グ カ テ ー テ ル を 動 脈 瘤 内 に 安 全 に 誘 導 す る こ と が で き た 。 し か

し シ ェ イ ピ ン グ の 形 状 が 上 手 く 合 え ば 、 一 旦 動 脈 瘤 の 末 梢 に 極 小

シ ェ イ プ カ テ ー テ ル を 誘 導 し 、 引 き 戻 し て く る こ と で 容 易 に 瘤 内

に 収 ま る 症 例 も 多 く 存 在 す る か も し れ な い 。 今 後 症 例 数 の 蓄 積 に

よ る 検 討 が 必 要 で あ る 。  

極 小 カ テ ー テ ル シ ェ イ ピ ン グ 法 を 使 用 す る こ と で 、 末 梢 の 動 脈

瘤 へ の カ テ ー テ ル の 誘 導 や 留 置 後 の 安 定 性 を 容 易 に 確 保 で き 、 コ

イ ル 塞 栓 術 の 治 療 戦 略 が 広 が る こ と が 期 待 で き る 。  

 

結 語  

我 々 が 考 案 し た シ ー ス ダ イ レ ー タ ー 用 い た 極 小 カ テ ー テ ル シ ェ

イ ピ ン グ 法 は 、 誰 で も 容 易 か つ 確 実 に マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の 先 端

部 に 径 が 2 - 3 m m の 様 々 な 極 小 形 状 を つ け る こ と が 可 能 で あ る 。  

 

利 益 相 反 開 示  

筆 頭 著 者 お よ び 共 著 者 全 員 が 利 益 相 反 は な い 。  
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1 )  K w o n  B J ,  I m  S H ,  P a r k  J C ,  e t  a l .  S h a p i n g  a n d  n a v i g a t i n g  

m e t h o d s  o f  m i c r o c a t h e t e r s  f o r  e n d o v a s c u l a r  t r e a t m e n t  o f  

p a r a c l i n o i d  a n e u r y s m s .  N e u r o s u r g e r y  2 0 1 0 ;  6 7 :  3 4 - 4 0 .  

 

2 )  I s h i b a s h i  T,  Ta k a o  H ,  S u z u k i  T,  e t  a l .  Ta i l o r - m a d e  s h a p i n g  

o f  m i c r o c a t h e t e r s  u s i n g  t h r e e - d i m e n s i o n a l  p r i n t e d  v e s s e l  

m o d e l s  f o r  e n d o v a s c u l a r  c o i l e m b o l i z a t i o n .  C o m p u t e r s  i n  

B i o l o g y  a n d  M e d i c i n e  2 0 1 6 ;  7 7 :  5 9 – 6 3 .  

 

3 )  A d a c h i  A ,  K o b a y a s h i  E ,  K a d o  K ,  e t  a l .  T h e  o p t i m a l  

c o n d i t i o n s  f o r  m i c r o c a t h e t e r  s h a p i n g .  J o u r n a l  o f  

N e u r o e n d o v a s c u l a r  T h e r a p y  2 0 1 6 ;  1 0 :  2 3 6 – 2 4 2  

 

 

 

 

 

 

F i g u r e  L e g e n d s：  

F i g .  1  

( A - D )  U p p e r  s i d e :  A l o o p  w i t h  a  d i a m e t e r  o f  3  m m  i s  c r e a t e d  b y  

t h e  7  F r.  s h e a t h  d i l a t o r.  
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( E - H )  L o w e r  s i d e :  A l o o p  w i t h  a  d i a m e t e r  o f  2  m m  i s  c r e a t e d  b y  

t h e  4  F r.  s h e a t h  d i l a t o r.  

 

F i g .  2  

( A ,  B )  T h e  m i c r o  c a t h e t e r  i s  p a s s e d  t h r o u g h  t h e  s h e a t h  i n  

a d v a n c e  a n d  t h e n  t h e  m a n d r e l  i s  i n s e r t e d  i n t o  t h e  m i c r o  

c a t h e t e r.  ( C , D , E )  A f t e r  d r a w i n g  t h e  u l t r a - s m a l l  s h a p e d  

c a t h e t e r  i n t o  t h e  s h e a t h ,  ( F )  t h e  s h e a t h  i s  i n s e r t e d  i n t o  t h e  

c o n n e c t o r  o f  t h e  g u i d i n g  c a t h e t e r.  

( G )  C o m p a r i s o n  b e t w e e n  p r e - s h a p e d  J  t y p e  c a t h e t e r  a n d  

u l t r a - s m a l l  c a t h e t e r.  T h e  l e f t  i s  p r e - s h a p e d  J  t y p e  c a t h e t e r,  

t h e  m i d d l e  i s  u l t r a - s m a l l  c a t h e t e r  w i t h  3 m m  d i a m e t e r,  a n d  t h e  

r i g h t  i s  u l t r a - s m a l l  c a t h e t e r  w i t h  2 m m  d i a m e t e r.  

( H )  B y  a d d i n g  f l e x i o n  i n  t h e  p r o x i m a l  p o r t i o n ,  u l t r a - s m a l l  S  

t y p e  c a t h e t e r  c a n  b e  c r e a t e d .  

( I )  C o m p a r i s o n  b e t w e e n  p r e - s h a p e d  S  t y p e  c a t h e t e r  a n d  

u l t r a - s m a l l  c a t h e t e r.  T h e  l e f t  i s  p r e - s h a p e d  S  t y p e  c a t h e t e r  

a n d  t h e  r i g h t  i s  u l t r a - s m a l l  S  t y p e  c a t h e t e r  w i t h  2 m m  

d i a m e t e r.  

 

F i g .  3  

( A , B )  P r e - o p e r a t i v e  l e f t  i n t e r n a l  c a r o t i d  a n g i o g r a p h y  s h o w s  

s m a l l  r u p t u r e d  a n e u r y s m  o f  d i s t a l  p o s t e r i o r  c e r e b r a l  a r t e r y  

w i t h  f e t a l  t y p e .  ( C )  U l t r a - s m a l l  J  s h a p e  i s  c r e a t e d  b y  t h e  7  F r.  
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s h e a t h  d i l a t o r.  ( D )  M i c r o  c a t h e t e r  i s  p l a c e d  i n  t h e  a n e u r y s m .  

( E , F )  P o s t - o p e r a t i v e  a n g i o g r a p h y  s h o w s  d i s a p p e a r a n c e  o f  t h e  

a n e u r y s m .  

 

F i g .  4  

( A , B )  P r e - o p e r a t i v e  l e f t  i n t e r n a l  c a r o t i d  a n g i o g r a p h y  s h o w s  

r u p t u r e d  a n e u r y s m  w i t h  b l e b  o f  d i s t a l  a n t e r i o r  c e r e b r a l  a r t e r y.  

( C )  U l t r a - s m a l l  p i g t a i l  s h a p e  i s  c r e a t e d  b y  t h e  4  F r.  s h e a t h  

d i l a t o r.  ( D )  M i c r o  c a t h e t e r  i s  p l a c e d  i n  t h e  a n e u r y s m .  ( E , F )  

P o s t - o p e r a t i v e  a n g i o g r a p h y  s h o w s  d i s a p p e a r a n c e  o f  t h e  

a n e u r y s m .  

 

F i g .  5  

( A , B )  P r e - o p e r a t i v e  l e f t  i n t e r n a l  c a r o t i d  a n g i o g r a p h y  s h o w s  

r u p t u r e d  a n e u r y s m  o f  a n t e r i o r  c o m m u n i c a t i n g  a r t e r y.  ( C )  

U l t r a - s m a l l  S  s h a p e  i s  c r e a t e d  b y  t h e  4  F r.  s h e a t h  d i l a t o r.  ( D )  

M i c r o  c a t h e t e r  i s  p l a c e d  i n  t h e  a n e u r y s m  a n d  t h e  c o i l  i s  

i n s e r t e d  ( a r r o w ) .  ( E , F )  P o s t - o p e r a t i v e  a n g i o g r a p h y  s h o w s  

d i s a p p e a r a n c e  o f  t h e  a n e u r y s m .  

 

F i g .  6  

( A )  P r e - o p e r a t i v e  l e f t  i n t e r n a l  c a r o t i d  a n g i o g r a p h y  s h o w s  

u n r u p t u r e d  a n e u r y s m  a n d  b l e b  ( a r r o w )  o f  a n t e r i o r  

c o m m u n i c a t i n g  a r t e r y.  ( B )  A n g i o g r a p h y  r e v e a l s  r e s i d u a l  b l e b .  



16 
 

( C )  U l t r a - s m a l l  J  s h a p e  i s  c r e a t e d  b y  t h e  7  F r.  s h e a t h  d i l a t o r.  

( D )  M i c r o  c a t h e t e r  i s  p l a c e d  i n  t h e  b l e b  ( a r r o w ) .  ( E )  T h e  b l e b  i s  

s e l e c t i v e l y  f i l l e d  w i t h  s o m e  c o i l s .  ( F )  P o s t - o p e r a t i v e  

a n g i o g r a p h y  s h o w s  d i s a p p e a r a n c e  o f  t h e  a n e u r y s m  w i t h  b l e b .  

 














